
 

 

 

令和 7 年度山口県臨床検査技師会 

精度管理調査報告 

 

輸血細胞治療部門 

  



１．実施内容 

ABO 血液型、RhD 血液型、交差適合試験、文章問題（5 問）、アンケート 

 

【配布試料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※試料番号 6 の赤血球浮遊液を交差適合試験にも使用 

 

２．参加項目および参加施設 

実施項目 試料番号 参加施設数 評価 

ABO 血液型検査 

RhD 血液型検査 
6～8 42 施設 評価対象 

交差適合試験 9～11 40 施設 評価対象 

文章問題（5 問）  39 施設 評価対象外 

 

３．実施方法及び目標回答 

日本赤十字社中四国ブロック血液センターより、譲渡を受けた血液製剤にて、 

下表の血液試料を作成し配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査項目 試料番号 試料 

ABO 血液型検査  

RhD 血液型検査 

6 赤血球浮遊液 血漿 

7 赤血球浮遊液 血漿 

8 赤血球浮遊液 血漿 

交差適合試験 

9 血漿 

10 血漿 

11 血漿 

  試料 6 試料 7 試料 8 

ABO 血液型 O 型 AB 型 判定保留 

RhD 血液型 RhD 陽性 RhD 陰性 RhD 陽性 

 試料 9 試料 10 試料 11 

血漿 添加なし 添加なし 抗ｋ含有 

赤血球製剤抗原 

（試料 6） 
ｋ抗原陽性 

交差適合試験結果 陰性 陰性 陽性 

判定 適合 適合 不適合 



４．結果 

別頁の結果および施設別結果一覧を参照。 

 

５．回答方法 

  JAMTQC 参加施設向けシステムを利用して回答を実施した。 

 

６．結果評価のポイント 

  ①ABO・RhD 血液型 

✓ 反応強度の分類（4+、3+、2+、1+、W+、陰性、mf ）と血液型判定と総合判定 

✓ ABO 血液型オモテ検査・ウラ検査、RhD 血液型検査それぞれの判定と総合判定 

✓ 抗 D 試薬との直後判定のみで RhD 陰性と確定しない 

✓ RhD 血液型検査において、Rh コントロールを使用している 

（赤血球型検査ガイドライン改訂 5 版参照） 

✓ D 陰性確認試験を適切に実施している 

（輸血のための検査マニュアル Ver.1.4 参照） 

 

②交差適合試験 

✓ 反応強度の分類（4+、3+、2+、1+、W+、陰性 ）と判定 

✓ 間接抗グロブリン試験が陰性の場合、IgG 感作赤血球を使用し、凝集が認められる

ことを確認する（IgG 感作赤血球使用の目的・意義の理解） 

 

７．評価 

日本臨床衛生検査技師会に準じて行った。 

   評価 A：「基準」を満たし、極めて優れている 

評価 B：「基準」を満たしているが、改善の余地あり  

評価 C：「基準」を満たしておらず、改善が必要 

評価 D：「基準」から極めて大きく逸脱し、早急な改善が必要 

評価対象外：上記以外で評価できない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．集計結果および解説 

検査項目 ABO 血液型・RhD 血液型検査 

① 試料 6【O 型 RhD 陽性】  

〈試験管法〉                〈カラム凝集法〉】B 

  

                        

                         

 

 

 

 

 

 

 

ABO 血液型検査の総合判定では、42 施設すべてで目標回答同様「O 型」の回答であった。 

ウラ検査において、A1赤血球または B 赤血球との反応が「3+」と弱い反応強度であった 

7 施設を評価 B とした。 

RhD 血液型検査では、42 施設すべてで目標回答同様「RhD 陽性」の回答であった。 

 

【ABO 血液型】 
 
目標回答 

 
オモテ検査 ウラ検査 

総合判定 
評価 A・B 

抗 A 抗 B 判定 A1赤血球 B 赤血球 判定 施設数 割合（%） 

陰性 陰性 O 型 4+ 4+ O 型 O 型 42 100.0 

 

 

回答分布（検査方法別） 
 

 
オモテ検査 ウラ検査 

総合判定 施設数 
割合

（%） 
評価 

抗 A 抗 B 判定 A1赤血球 B 赤血球 判定 

試験管法のみ 

（24 施設） 

陰性 陰性 O 型 4+ 4+ O 型 O 型 20 83.3 A 

陰性 陰性 O 型 4+ 3+ O 型 O 型 4 16.7 B 

           

カラム凝集法  

＋ 試験管法   

（10 施設） 

陰性 陰性 O 型 4+ 4+ O 型 O 型 8 80.0 A 

陰性 陰性 O 型 4+ 3+ O 型 O 型 2 20.0 B 

           

カラム凝集法 

のみ 

（8 施設） 

陰性 陰性 O 型 4+ 4+ O 型 O 型 7 87.5 A 

陰性 陰性 O 型 4+ 3+ O 型 O 型 1 12.5 B 

 

【RhD 血液型】  
 

抗 A 抗 B A1 赤血球 B 赤血球 抗 D RhC 

陰性 陰性 4+ 4+ 4+ 陰性 



目標回答 
 

 
直後判定 D 陰性確認試験 

総合判定 
評価 A・B 

抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 施設数 割合（%） 

目標回答 4+ 陰性 
検査不必要のため 

未実施 

検査不必要のため 

未実施 
RhD 陽性 42 100.0 

 

回答分布（検査方法別） 
 

 
直後判定 D 陰性確認試験 

総合判定 施設数 
割合

（%） 
評価 

抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

試験管法のみ 

（24 施設） 
4+ 陰性 

検査不必要の
ため未実施 

検査不必要のため
未実施 

RhD 陽性 24 100.0 A 

         
カラム凝集法 

＋ 試験管法   

（10 施設） 

4+ 陰性 
検査不必要の

ため未実施 

検査不必要のため

未実施 
RhD 陽性 10 100.0 A 

         
カラム凝集法 

のみ 

（8 施設） 

4+ 陰性 
検査不必要の
ため未実施 

検査不必要のため
未実施 

RhD 陽性 8 100.0 A 

 

② 試料７【AB 型 RhD 陰性】 

〈試験管法〉                〈カラム凝集法〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ABO 血液型検査の総合判定では、42 施設すべてで目標回答同様「AB 型」の回答であった。 

RhD 血液型検査では、評価対象外 3 施設を除く 39 施設すべてで目標回答同様「RhD 陰

性」の回答であった。「D 陰性確認試験を実施していないため判定保留」と回答した 3 施

設は評価対象外とした。 

 

【ABO 血液型】 
 
目標回答 

 
オモテ検査 ウラ検査 

総合判定 
評価 A・B 

抗 A 抗 B 判定 A1 赤血球 B 赤血球 判定 施設数 割合（%） 

4+ 4+ AB 型 陰性 陰性 AB 型 AB 型 42 100.0 

回答分布（検査方法別） 
 

抗 A 抗 B A1 赤血球 B 赤血球 抗 D RhC 

4+ 4+ 陰性 陰性 陰性 陰性 



 
オモテ検査 ウラ検査 

総合判定 施設数 
割合

（%） 
評価 

抗 A 抗 B 判定 A1 赤血球 B 赤血球 判定 

試験管法のみ 

（24 施設） 
4+ 4+ AB 型 陰性 陰性 AB 型 AB 型 24 100.0 A 

           
カラム凝集法  

＋ 試験管法   

（10 施設） 

4+ 4+ AB 型 陰性 陰性 AB 型 AB 型 10 100.0 A 

           
カラム凝集法 

のみ 

（8 施設） 

4+ 4+ AB 型 陰性 陰性 AB 型 AB 型 8 100.0 A 

 

【RhD 血液型】 
 
目標回答 
 

直後判定 D 陰性確認試験 
総合判定 

評価 A・B 

抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 施設数 割合（%） 

陰性 陰性 陰性 陰性 RhD 陰性 39 100.0 

（評価対象外 3 施設を除く） 

 

回答分布（検査方法別） 
 

 
直後判定 D 陰性確認試験 

総合判定 施設数 
割合

（%） 
評価 

抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

試験管法のみ 

（24 施設） 

陰性 陰性 陰性 陰性 RhD 陰性 22 91.7 A 

陰性 陰性 
D 陰性確認試験を

実施していない 

D 陰性確認試験を 

実施していない 

D 陰性確認試験を実施し

ていないため判定保留 2 8.3 対象外 
         

カラム凝集法 

＋試験管法       
（10 施設） 

陰性 陰性 陰性 陰性 RhD 陰性 9 90.0 A 

陰性 陰性 
D 陰性確認試験を 
実施していない 

D 陰性確認試験を 
実施していない 

D 陰性確認試験を実施し
ていないため判定保留 1 10.0 対象外 

         
カラム凝集法

のみ 

（8 施設） 

陰性 陰性 陰性 陰性 RhD 陰性 8 100.0 A 

 

③ 試料 8【ABO 血液型判定保留 RhD 陽性】 

〈試験管法〉              〈カラム凝集法〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成試料は赤血球が B 型、血漿が AB 型で

抗 A 抗 B A1 赤血球 B 赤血球 抗 D RhC 

陰性 4+ 陰性 陰性 4+ 陰性 



オモテ・ウラ不一致であった。ABO 血液型検査の総合判定では、42 施設中 41 施設で目標

回答同様「判定保留」の回答であった。しかし、ウラ検査において、A1赤血球と B 赤血球

との反応は共に「陰性」だが、判定を「O 型」と回答した 2 施設は評価 D とした。また、

ウラ検査で A1 赤血球との反応を「W＋」とした 1 施設は総合判定「B 型」と回答してお

り、この 1 施設は評価 D とした。オモテ検査で抗 B 試薬との反応を「3＋」とした 1 施設

は評価 B とした。 

RhD 血液型検査では、42 施設すべてで目標回答同様「RhD 陽性」の回答であった。 

 

【ABO 血液型】 
 
目標回答 

 
オモテ検査 ウラ検査 

総合判定 
評価 A・B 

抗 A 抗 B 判定 A1 赤血球 B 赤血球 判定 施設数 割合（%） 

陰性 4+ B 型 陰性 陰性 AB 型 判定保留 39 92.9 

 

回答分布（検査方法別） 
 

 
オモテ検査 ウラ検査 

総合判定 施設数 
割合

（%） 
評価 

抗 A 抗 B 判定 A1 赤血球 B 赤血球 判定 

試験管法のみ 

（24 施設） 

陰性 4+ B 型 陰性 陰性 AB 型 判定保留 21 87.5 A 

陰性 4+ B 型 陰性 陰性 O 型 判定保留 2 8.3 D 

陰性 4+ B 型 W＋ 陰性 B 型 B 型 1 4.2 D 

           
カラム凝集法  

＋ 試験管法   

（10 施設） 

陰性 4+ B 型 陰性 陰性 AB 型 判定保留 10 100.0 A 

           

カラム凝集法 

のみ 

（8 施設） 

陰性 4+ B 型 陰性 陰性 AB 型 判定保留 7 87.5 A 

陰性 3+ B 型 陰性 陰性 AB 型 判定保留 1 12.5 B 

 

【RhD 血液型】  
 
目標回答 

 

 
直後判定 D 陰性確認試験 

総合判定 
評価 A・B 

抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 施設数 割合（%） 

目標回答 4+ 陰性 
検査不必要のため 

未実施 

検査不必要のため 

未実施 
RhD 陽性 42 100.0 

 

回答分布（検査方法別） 
 

 
直後判定 D 陰性確認試験 

総合判定 

施設数 割合

（%） 

評価 

抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 抗 D Rh ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

試験管法のみ 

（24 施設） 
4+ 陰性 

検査不必要のため

未実施 

検査不必要のため

未実施 
RhD 陽性 24 100.0 A 

         



カラム凝集法 

＋ 試験管法   

（10 施設） 

4+ 陰性 
検査不必要のため

未実施 

検査不必要のため
未実施 

RhD 陽性 10 100.0 A 

         
カラム凝集法 

のみ 

（8 施設） 

4+ 陰性 
検査不必要のため

未実施 

検査不必要のため
未実施 

RhD 陽性 8 100.0 A 

 

 

検査項目「交差適合試験」 

 

試験管法による反応増強剤無添加、37 ℃、60 分加温にて間接抗グロブリン試験実施 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 試料 9   

目標回答は間接抗グロブリン試験判定「陰性」、結果「陰性」、交差適合試験判定は

「適合」とした。40 施設すべてで目標回答同様の結果であった。 

 

 

回答分布 

 

② 試料 10 

目標回答は間接抗グロブリン試験判定「陰性」、結果「陰性」、交差適合試験判定は

「適合」とした。40 施設すべてで目標回答同様の結果であった。 

試料 6 ＋ 試料 9 ｋ抗原陽性赤血球 ＋ 血漿      

試料 6 ＋ 試料 10 ｋ抗原陽性赤血球 ＋ 血漿 

試料 6 ＋ 試料 11 ｋ抗原陽性赤血球 ＋ 抗ｋを含む血漿 

 

試料 9 試料 10 試料 11 

陰性 陰性 2＋～3＋ 

 間接抗グロブリン 

試験 
IgG 感作赤血球 結果 判定 

評価 A・B 

施設数 割合（%） 

目標回答 陰性 ＋ 陰性 適合 40 100.0 

 間接抗グロブリン 

試験 
IgG 感作赤血球 結果 判定 施設数 割合

（%） 
評価 

試験管法 

（40 施設） 
陰性 ＋ 陰性 適合 40 100.0 A 



 

回答分布 

 

 

③ 試料 11 

試料は抗ｋを含む血漿とｋ抗原陽性の赤血球である。目標回答は間接抗グロブリン

試験判定「2+～3+」、結果「陽性」、交差適合試験判定は「不適合」とした。40 施

設中 35 施設が目標回答同様の回答で評価 A とした。間接抗グロブリン試験判定が

「1+」と弱い反応強度であった 4 施設を評価 B とした。また、間接抗グロブリン

試験判定を「1+」と回答し、IgG 感作赤血球との反応を「＋」と回答した 1 施設に

ついては、不必要な検査を実施していたが、結果が「陽性」で目標回答と同様だっ

たため、評価 B とした。 

 

 

  回答分布 

 

 

 

 

 間接抗グロブリン 

試験 
IgG 感作赤血球 結果 判定 

評価 A・B 

施設数 割合（%） 

目標回答 陰性 ＋ 陰性 適合 40 100.0 

 間接抗グロブリン 

試験 
IgG 感作赤血球 結果 判定 施設数 割合

（%） 
評価 

試験管法 

（40 施設） 
陰性 ＋ 陰性 適合 40 100.0 A 

 間接抗グロブリン 

試験 
IgG 感作赤血球 結果 判定 

評価 A・B 

施設数 割合（%） 

目標回答 2＋～3＋ 
検査不必要のため

未実施 
陽性 不適合 40 100.0 

 間接抗グロブリン 

試験 
IgG 感作赤血球 結果 判定 施設数 割合

（%） 
評価 

試験管法 

（40 施設） 

3＋ 
検査不必要のため

未実施 
陽性 不適合 16 40.0 A 

2＋ 
検査不必要のため

未実施 
陽性 不適合 19 47.5 A 

1＋ 
検査不必要のため

未実施 
陽性 不適合 4 10.0 B 

1＋ ＋ 陽性 不適合 1 2.5 B 



 

抗A 抗B 判定 A1赤血球 B赤血球 判定 抗A 抗B 判定 A1赤血球 B赤血球 判定 抗A 抗B 判定 A1赤血球 B赤血球 判定

1 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

2 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 3+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

3 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

4 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

5 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

6 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

7 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

8 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

9 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

10 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

11 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

12 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

13 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

14 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

15 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 3+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

16 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

17 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

18 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

19 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

20 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

21 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 3+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

22 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

23 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

24 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

25 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

26 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

27 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 W+ 陰性 B型 B型

28 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 3+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

29 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

30 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

31 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 3+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

32 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

33 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

34 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

35 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 3+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

36 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 O型 判定保留

37 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

38 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

39 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 3+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

40 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 3+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 O型 判定保留

41 試験管法のみ モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

42 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 陰性 陰性 O型 4+ 4+ O型 O型 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 AB型 AB型 陰性 4+ B型 陰性 陰性 AB型 判定保留

No

試料06 試料07

検査方法 検査試薬

試料08

オモテ検査 ウラ検査
総合判定

オモテ検査 ウラ検査
総合判定

オモテ検査 ウラ検査
総合判定

施設別検査一覧（ABO 血液型） 



  

抗D
Rh

コントロール
抗D Rhコントロール 抗D

Rh

コントロール
抗D Rhコントロール 抗D

Rh

コントロール
抗D Rhコントロール

1 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

2 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

3 試験管法のみ ポリクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

4 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性

D陰性確認試験を

実施していない

D陰性確認試験を

実施していない

D陰性確認試験を自施設で

実施していないため判定保留
4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

5 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

6 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

7 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

8 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

9 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

10 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

11 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

12 試験管法のみ ポリクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性

D陰性確認試験を

実施していない

D陰性確認試験を

実施していない

D陰性確認試験を自施設で

実施していないため判定保留
4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

13 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

14 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

15 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

16 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

17 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

18 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

19 カラム凝集法＋試験管法 ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

20 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

21 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

22 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

23 カラム凝集法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

24 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

25 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性

D陰性確認試験を

実施していない

D陰性確認試験を

実施していない

D陰性確認試験を自施設で

実施していないため判定保留
4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

26 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

27 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

28 カラム凝集法＋試験管法 ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

29 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

30 試験管法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

31 カラム凝集法のみ ポリクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

32 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

33 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

34 カラム凝集法＋試験管法 ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

35 試験管法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

36 試験管法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

37 試験管法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

38 試験管法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

39 試験管法のみ ポリクローナル抗体とモノクーロナル抗体のブレンド 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

40 試験管法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

41 試験管法のみ モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

42 カラム凝集法＋試験管法 モノクローナル抗体 4+ 陰性
検査不必要のため

未実施
検査不必要のため

未実施
D陽性 陰性 陰性 陰性 陰性 D陰性 4+ 陰性

検査不必要のため
未実施

検査不必要のため
未実施

D陽性

試料06 試料07 試料08

No 検査方法 検査試薬 直後判定 D陰性確認試験

総合判定

直後判定 D陰性確認試験

総合判定

直後判定 D陰性確認試験

総合判定

施設別検査一覧（RhD 血液型） 



 施設別検査一覧（交差適合試験：反応増強剤無添加 37℃-1時間反応間接抗グロブリン試験） 

間接
抗グロブリン試験

IgG感作赤血球

との反応
結果 判定

間接
抗グロブリン試験

IgG感作赤血球

との反応
結果 判定

間接
抗グロブリン試験

IgG感作赤血球

との反応
結果 判定 検査方法 反応増強剤 抗グロブリン試薬

1 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

2 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 未実施 多特異性

3 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

4 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

5 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

6 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

7 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

8 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

9 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

10 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 1+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 多特異性

11 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

12 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

13 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

14 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 多特異性

15 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 1+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

16 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 多特異性

17 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

18 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

19 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

20 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 1+ ＋ 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

21 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

22 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

23 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

24 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 多特異性

25 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

26 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

27 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 多特異性

28 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

29 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法のみ 低イオン強度溶液（LISS液） 多特異性

30 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

31 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

32 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 1+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

33 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 多特異性

34 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

35 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 3+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 多特異性

36 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

37 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

38 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 試験管法のみ ポリエチレングリコール(PEG) 抗IgG

39 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 2+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

40 陰性 ＋ 陰性 適合 陰性 ＋ 陰性 適合 1+ 検査不必要のため未実施 陽性 不適合 カラム凝集法＋試験管法 低イオン強度溶液（LISS液） 抗IgG

試料10 試料11 日常検査方法・使用試薬

No

試料09



文章問題５問（評価対象外） 

 

設問 1 ABO 血液型検査でオモテ検査は B 型、ウラ検査は AB 型の反応を示した。 

考えられるのはどれか選択してください。 
 

a. 亜型     b. 寒冷凝集素     c. キメラ     d. 不規則抗体     e. 新生児 

 

1. a , b       

2. c , e       

3. b , d  

4. a , e 

5. d , e    

      

 

 

 

設問 2 遅発性溶血性輸血反応の原因となるのはどれか 1 つ選択してください。 

 

1. 抗 A 

2. 抗 Jka 

3. 抗 Leb 

4. 抗 N 

5. 抗 Xga  

 

 

 

 

設問 3 ABO および RhD 血液型の判定結果を選択してください。 

 

■カラム凝集法              ■試験管法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 亜型：B 亜型や抗 A 抗体の消失が考えられる。 

b. 寒冷凝集素：ウラ検査が陽性となる。 

c. キメラ：1 人のヒトが血液型が異なる赤血球を持つので、 

オモテ検査で部分凝集を示す。 

d. 不規則抗体：ウラ検査が陽性となる。 

e. 新生児：A、B 抗原の発現量は少ないが検査では陽性を示す。

未熟児では部分凝集を示すことがある。 

1. 抗 A：異型輸血の場合、抗 A は A 抗原と反応して重篤な即時

型溶血性輸血反応を起こす。 

2. 抗 Jka：遅発性溶血性輸血反応の原因となる。 

3. 抗 Leb：室温で反応することが多く、副反応は少ない。 

4. 抗 N：室温で反応することが多く、副反応は少ない。 

5. 抗 Xga：間接抗グロブリン法で検出されるが、溶血性輸血反

応を起こすことがなく、臨床的意義は低い。 



1． A 型 RhD 陽性 

2． AB 型 RhD 陽性 

3． B 型 RhD 陽性 

4． O 型 RhD 陽性 

5． ABO 型判定保留 RhD 陽性 

 

 

 

設問 4 ABO および RhD 血液型の判定結果を選択してください。 

 

 ■カラム凝集法               ■試験管法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1． A 型 RhD 陽性 

2． A 型 RhD 陰性 

3． B 型 RhD 陽性 

4． AB 型 RhD 陽性 

5． ABO 型判定保留 RhD 陽性 

 

 

  

設問 5 次の【不規則抗体スクリーニング検査】と【不規則抗体同定検査】を総合的に評価し、 

抗体を同定してください。 

    また、最終的に否定できない抗体として残る特異性についても回答してください。 

設問 5-1 可能性の高い抗体を回答してください。（複数選択可） 

設問 5-2 否定できない抗体を回答してください。（複数選択可） 

 

ABO 血液型はオモテ検査の抗 B との反応に部分凝集を 

認めるため判定保留 

Rh のコントロールは陰性で RhD 陽性 

ABO 血液型はオモテ検査・ウラ検査一致で A 型 

Rh のコントロールは陰性で RhD 陽性 

参考資料 

「輸血のための検査マニュアル Ver.1.4」 

「赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン 改訂 5 版」 



【不規則抗体スクリーニング】 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【不規則抗体同定検査】 

 

 

 

 

 

 

回答分布（評価対象外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 回答 施設数 正解割合（%） 

設問 1 4 a  ,  e 39 89.7 

設問 2 2 抗 Jka 38 100.0 

設問 3 5 ABO 型判定保留 RhD 陽性 39 100.0 

設問 4 1 A 型 RhD 陽性 39 100.0 

設問 5-1  抗 Jkb 38 100.0 

設問 5-2  抗 Dia 38 97.3 

→ 否定できない抗体 ： 抗 D、抗 C、抗 E、抗 e、抗 Fya、抗 Jkb、抗 Lea、抗 N、抗 S、抗 Dia 

（K の量的効果は明確ではなく、ヘテロ接合の赤血球の反応が陰性の場合は、暫定的に抗 K を消去してよい） 

P Xg

Cell

No.
D C E c e K k Fya Fyb Jka Jkb Lea Leb P1 M N S s Xga

Special

antigen
Sal

PEG

-IAT

IgG感作

赤血球

Ⅰ ＋ ＋ 0 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋ 0 ＋ ＋ ＋ 0 ＋ 0 ＋ Di(a+) 0 ３＋ N.T.

Ⅱ ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ 0 0 ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ２＋ N.T.

Ⅲ 0 0 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 0 ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋ ＋ 0 0 ＋

MNS 検査結果Rh Kell Duffy Kidd Lewis

P Xg

Cell

No.
D C E c e K k Fy

a
Fy
b
Jk
a
Jk
b
Le
a
Le
b P1 M N S s Xg

a
Special

antigen
Sal

PEG

-IAT

IgG感作

赤血球

1 ＋ ＋ 0 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ ＋ 0 0 ＋ ＋ 0 ＋ 0 ＋ ＋ 0 0 ＋

2 ＋ ＋ 0 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋ 0 ＋ ＋ ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ３＋ N.T.

3 ＋ 0 ＋ ＋ 0 0 ＋ 0 ＋ ＋ 0 0 0 0 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋

4 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ 0 0 0 ＋ 0 0 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ３＋ N.T.

5 0 0 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋ ＋ 0 ２＋ N.T.

6 0 0 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ ＋ 0 0 ２＋ N.T.

7 0 0 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 0 ＋

8 0 0 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ 0 ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋ 0 0 ＋

9 0 0 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ Di(a+) 0 ２＋ N.T.

10 0 0 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ 0 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 0 0 ＋

11 ＋ ＋ 0 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ ＋ 0 ＋ ＋ ＋ 0 ＋ 0 0 3＋ N.T.
自己

対照
N.T. 0 ＋

MNS 検査結果Rh Kell Duffy Kidd Lewis

 

不規則抗体スクリーニング検査と不規則抗体同定検査を総合的に判断した結果 
 
可能性の高い抗体： 抗 Jkb 

 
否定できない抗体：  抗 Dia 

（未回答の施設あり） 



アンケート（回答：42 施設） 

※内容によって未回答の施設あり 

 

＜山口県臨床検査技師会精度管理調査について＞ 

 

 設問 1 血液型検査の試料数についてあてはまるものを選んでください。 

 設問 2 交差適合試験の試料数についてあてはまるものを選んでください。 

 

 

 

設問 3 今後の精度管理調査で実施して欲しい項目や内容を選択してください。  

（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 



＜日常検査方法・使用試薬について＞ 



９． 考察 

≪ABO 血液型、RhD 血液型検査≫  

ABO 血液型検査では、オモテ検査およびウラ検査における判定結果との整合性も含

めて評価設定した。試料 8 において、判定間違いや入力間違いと考えられる回答が 3 

件あり、ABO 血液型の正解判定率は 92.9％であった。 

RhD 血液型検査では、参加施設すべてで評価 A であった。アンケートの結果、昨年

度と同様に Rh コントロールの使用について、「D 陰性確認試験など必要時のみ実施」

と回答している施設が 2 施設あり、ガイドラインに準拠した方法での検査が推奨され

る。 

 ≪交差適合試験≫  

交差適合試験は、例年と同様、試験管法での反応増強剤無添加 37℃1 時間加温後の間

接抗グロブリン試験を実施した。今年度は、抗ｋを含む血漿と含まない血漿の反応性を

判定する問題を出題した。総合判定はすべての施設で正解だったが、目標回答より凝集

強度が弱い施設が 5 施設（12.5％）あった。また、不必要な検査を実施していた施設が

あり、IgG 感作赤血球使用の目的・意義について、再度確認していただきたい。 

≪文章問題≫  

評価対象外として、基礎的な問題と血液型検査の画像判定および不規則抗体検査の机

上問題を出題した。正解率は 89.7％から 100％と高い理解度が確認できた。 

≪アンケート≫  

今年度は、山口県臨床検査技師会の精度管理調査についてのアンケートにご協力いた

だいた。今後、出題内容を考える際の参考にしていきたい。 

 

１０． まとめ  

試料サーベイとして、ABO 血液型、RhD 血液型、交差適合試験を出題した。また、

文章問題は評価対象外とし、アンケートも実施した。参加施設は 42 施設で、昨年度か

ら増減はなかった。 今年度も、入力間違いと思われる回答が認められた。輸血検査は

判定が生命に直結する重要な検査で、正確な報告が不可欠である。精度管理調査に限

らず入力間違いが生じないように報告手順の再確認をお願いしたい。 


